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「現 代 ヘ ブ ラ イ 語 に お け るpassiveとaspectに つ い て 」
                     佐々木嗣也(D1)
rテ ンポ語通時音韻論、 そしてそれが共時態に及ぼす影響」
梶茂樹(東 京外国語大学)
第17回 例会 1988年7月16日(土) 午後1
京 大会館211号 室
30～4 30
研究 発表 「フ ィンラ ン ド語 の移 動現象 と統語構造 につ いて」
岸 田泰浩象(D1)
同 「不適条件表現に関す る覚書
― 現代 日本語の二種の文法現象をめ ぐって」 田野村忠温(奈 良大学)
第4回 大会 1988年12月10日(土)午 前11
京大会 館102号 室
00～ 午 後5 00
開会の辞                      西田龍雄 教授
研究発表        午前
「清学書に現れた満洲語ハングル表記について」   岸田文隆(D1)
「現代口語 ビルマ語における動詞助辞 一ta-/-hma― をめ ぐる問題」
                        澤田英夫黷(D1)
同         午後
 rThree Types of EC-onstructions In Japanese」 酒井 弘 翠(D1)
 「遊離構文 につい て」                林 博司鵬(神 戸 大学)
 「対話 にお け る知識管 理 につ いて
  一 対話モデルからみた日本語の特性」    田窪行則糊(神 戸大学)
「朝鮮語の同形異語
  一 機械処理および教育上の観点から」    油谷幸利鱒(天 理大学)
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禦 本誌掲載論文 を参照下 さい。
騨 第4回 大会の午後のプログラムは西田龍雄教授 の還暦をお祝いする趣旨で、本
年三省堂よ り刊行予定の西田龍雄教授還暦記念諭文集rア ジアの諸言語 と・一般言語
学』に論文を寄せ られた卒業生の方3人 に、寄稿論文 と関連 した閤題についてお話
していただきました。発表要旨は省略 させていただ きますが、 同論文集所載の以下
の諭文を参照下 さい。
林博司 「ルー マニア語二重代名詞について一 談話論的考察」
田窪行則 「対話における知識管理について一 対話モデルか らみた日本語の特性」




ON PASSIVE AND ASPECT IN MODERN HEBREW
Tsuguya Sasaki
     The present study is concerned with the alleged aspectual 
opposition of two passive patterns (binyanim) in Modern Hebrew, 
PAUL and NIF'AL, in the present and past tenses. It is shown
that the aspects they represent are not always the same, as was 
maintained by some scholars, but depend on the inherent aspectual 
characters of the predicates as summarized below.
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 テ ンポ語(ア フ リカ、ザ イー ル共和国 東部に話 され るバ ン ツー系の一 言語、」.57)
は通 時的 に、 きわめて はげ しい子音の 変化を こうむ って いる。 その中で も きわだっ
てい るのは、i)鼻 音が その前 に来 ない とい う条件 の も とでの い くつか の子音 の脱
落 と、2)1、 讐 (tenseのi、 およびu)に よる先行子音 の変 化(深 い 口蓋化 な
ど)で あ る。 この うち、子 音 の脱落 を見てみ ると(脱 落す るのは3g、 巓j、竃p)、
概略 つ ぎの1か ら4の4つ の場合 があ る(5は テ ンポ語 でも子音 が残 る もの)。 な
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 こ こで? としたのはそ こに声門閉鎖音 が現れ る とい う意味 で はな く、2つ の母
音 が連続す るとき、 前 の母音 の半母音 化 な ど表面的 な調整 は お こるにせ よ、 あ くま
でも2モ ー ラの ま ま留 まる とい う場合で あ る。 それ に対 して9の ない場 合は、 そ
の2つ の母 音が完全 に融合 して一 モー ラ化す る(/aOl/→[ai]対/ai/→[e]
な どの例 の方 がわ か りやす いかも しれ ない)。 つ ま り前者 の場 合 は、母 音連続 に関
して? が2つ の母音 の融合 をいわば ブ ロックす るわ げであ るか らまだ子音 の痕跡
を残 して い るとい え る。
 これ を共 時的に みた場 合、 この言語 の母音の長短 と子音音 素 に関 して2つ の解釈
が可 能 とな る。 ひ とつは、 母音 の長短 を認め て?と い うあや しげなセ グメ ン トを
認 めない もの、 も うひ とつ は、 母音の長短 を認めず に?を 認 め るものの2つ である。
 いずれ の解釈 を とるか は理論 的立場 にもよるが、 ひ とつ闘 題 を複雑 に して い るに
は、 や が 同 じ環境 と見 え るとこ ろで、 あ る場合は痕跡 を残 し、 あ る場 合 は残 さな
い とい うこ とで あ る(上 の3、4参 照)。 しか し、 こ うい った問題 を考 え る際には、
バ ンツー祖語の子 音母音 をも う一度考 え直 してみ る必要 があ りそ うだ。






1 次のような文では、下線を施 した部分が意味上係 って行 く相手が表現 されてい
ない。
(1)せ っか く人 が手伝 ってあげ るって言 って るのにか わい くな いの。/(2)越
は休む な と言 って お きなが ら勝手な人 ね。/(3)何 も知 らない くせに黙 って ろ。
/(4)塹 早 くか ら御 迷惑だ とは おも ったのです が,_。/(5>転 んだ くらい で弱虫
ね え。/(6)わ ざわ ざすみ ませ ん。/(7)裁 判官 ともあろ う人 が何 とい うことだ。
こう した文 は、 次の よ うな形 で理解 され るはずで あ る。
  (1')～ 手伝 ってあ げるって言 ってるのに(断 ワル トハ)か わい くない の。/
  (2')人 に は休 むな と言 ってお きなが ら(自 分 ハ休 ム トハ)勝 手 な人 ね。/(3')
  何 も知 らない くせ に(ロ ヲ挿 ミタガル。)黙 ってろ。/(4')朝 早 くか ら(オ 伺
  イスル ノハ)御 迷惑 だ とはおもった のですが...。 /(5')転 んだ くらいで(泣
  ク トハ)弱 虫 ね え。/(6')わ ざわ ざ(オ コシイ タダイテ)す み ませ ん。/(7')
  裁 判官 とも あ ろ う人 が(盗 ミヲ働 ク トハ)何 とい うことだ。
「～ に もかかわ らず」 とい った意味の表現 を一括 してf不 適条 件表現」 とす る と、
不適 条 件表現 を含 む こ とが、(1)～(7)の よ うな省 略表現 の成立 の必要条件 で あるこ
とを論 じた。
2 次 のよ うな事 実 が知 られてい る。
(8){寒 い け ど1寒 くても ―×寒 いのに}行 け。/(9){寒 い けど1寒 くても1
×寒 いのに}行 こ う。/(10){寒 いけ ど1寒 くて も1× 寒 いの に}私 は行 きた
丶、。
一見、 「のに」 は、 後 続 し得 る表現の ムー ドの種 類 に制限を課 すか のよ うで あ る。
しか し、 この見 方が正 し くないことは、 次の ような例か ら明 らかで ある。
  (11)寒 いの に行 くな。/(12)真 面 目に話 して るの にごまか さないで よ。
一方、 「の に」 を含 まない文 でも平行 的な現 象が見 られ る。
  (13)× どうせ読 まない くせに買 え。/(14)ど うせ読 まない くせ に買 うな。
(8)～(14)に 見 る事実 は、 む しろ、 「のに」 を始 め とす る不 適格条件 表現 に共通 す る
(ム ー ドとい うこ とには無 関係の)性 格 に由来す る現象 であ る ことを論 じた。
【付記 】詳 細は、 同名 の拙 論(r奈 良大学紀要』 第17号 、1988年)に よ られ たい。




―特に滿洲字eに 対す る2通 りのハングル表記 をめ ぐって―
岸田文隆
 現伝す る朝鮮司訳院刊行の清学 書 く滿洲語学書)に は 、滿洲語 をハ ングルによ っ
て表記 してい る部分が見 られ るが、この滿洲語ハ ングル表 記は、当時 の滿洲語の発
音を うかがい知 るうえで 、貴重な資料 を提供す るもの と考 え られ る。本 発表は 、こ
れ ら清学書において 、滿洲字eに2通 りのハ ングル表記が なされ ている現象 をとり
あげ、これが 当時の滿洲語の発音 上の ちがいを示す もので あるこ とを主張 した もの
である。
滿洲字eは 、清学書において 、普通 、ハ ングル づeで 転写 され るが 、一部の語 に
現れ るeに ついては 、一 繊で転写 され ることがある。本発表では 、まず 、清学書読
本類 を資料 として 、滿洲字eが_u1で 転写 された全語例 を抽 出 ・提示す ることによ
って、この ような滿 洲字eに 対す るハ ングル表記の書 分けが 、各清学書 ごとの 若干
の相違はある ものの 、ほぼ単語によ り一定 していること、また 、滿洲字eが_田 で
転写 され るのは 、sやdな ど歯音 に後続す る場 合に多い ことを確認 した 。
膕>b・dere『 岡 瑚b・ 一 舳 一 ・・ 〈退 く)・
dere:1三 司du1―rg(～だ ろ う),se-:ムSUI(言 う)な ど]
っぎに、清学書にお いて 、ハングル ーu1が 、滿洲字特殊字母のsy,tgi,d
ziの 転写に も用い ちれ る字母であることに着 目し、
[例)syt11ゴ ム ―亨s田 一 し11(司 徒),tぎitぎi:弖 三cUI-―cu五(刺
史),fudzi:等 ろPU-jUI(夫 子)な ど]
滿洲字eが 時にハングル_UIで 転写 されている叙上 の現象 は 、滿洲字eが 時に特殊
字母のsy,t§i,dziと 近似 した音価を持つ場合が あ った ことを示す もので
あることを指摘 した。そ して、特殊字母のsy,tζi,dziは 、それ ぞれ 、漢
語の(sy)四 ・思 ・司、(t§i>慈 ・次 ・此、(dzi)滋 ・子 ・資などを表
記す るのに用い られ る字母で、高 母音の[封 を含 むもの と考 え られ ることから、
滿洲字eに 対す る叙上の書分けは,滿 洲字eが 、時 に高 母音の[1]あ るいは[UI]
の音価 を持つ ことがあ った ことを示す もの と推測 した 。
 さらに、この よ うな推測が 、滿洲語 口語 につ いてのシロ コゴロ フの報告や、シボ
語 口語の一 部の単語にお いて滿洲 文語のeが 高母音 で現れ る事実等に も、傍証を得
ることができることを述べた 。
(き しだ ふみたか 、D1)
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